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令和４年中の火災・救急・救助統計（概数）を発表します 

 
  令和４年１月１日から１２月３１日の間における、さいたま市の火災・救急・救

助統計（概数）を下記のとおりお知らせします。 
 

記 
 
１ 火災発生状況 
⑴  出火件数は３０６件で、前年より６件増加しています。 

種別ごとの件数は、建物火災１９２件、車両火災２６件、その他の火災８８件

となっています。 
⑵  火災による死者数は６人で、前年より５人減少し、負傷者は５２人で、前年よ

り７人増加しています。 
 なお、死者数６人は、さいたま市誕生後最少です。 

⑶  出火原因の第１位は「放火（疑い含む）」５３件、次いで「たばこ」４３件、「こ

んろ」３０件、「配線器具」２８件、「電気機器」２１件の順となっています。 
 

 
２ 救急出場状況 
⑴  救急出場件数は、さいたま市誕生後最高の８０，３６５件で、前年より１３，

９２５件増加しました。 
事故種別で最も多いのは「急病」で５５，００８件、次に「一般負傷」の 

１１，６６２件、「交通事故」の４，１６８件の順となっています。 
⑵  搬送人員は６５，３９７人で、前年より８，５６３人増加しました。 

年齢区分別の搬送人員は、高齢者が３５，７９３人、成人が２１，１４４人、

少年が２，９４２人、乳幼児・新生児が５，５１８人となっています。 
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３ 救助出場状況 
⑴  救助出場件数は、さいたま市誕生後最高の９８５件で、前年より１０８件増加

しています。 
事故種別で最も多いのは「建物等による事故」で５８１件、次いで「火災」１ 

５１件、「交通事故」８５件の順となっています。 
⑵  救助活動件数は６４５件で、前年より１０４件増加し、救助人員は４１３人で

前年より４９人増加しています。 
 
４ 問い合わせ先 
⑴   火災発生状況に関すること 

    予防課  林・柴崎  電話８３３－７５９３  内線５６２１ 
⑵  救急出場状況に関すること 

    救急課 菅野・原田  電話８３３－７９８１  内線５５５１ 
⑶  救助出場状況に関すること 

    警防課  辻・山田  電話８３３－７９９１  内線５５３１ 
 
５ 資料 
  「令和４（2022）年さいたま市における火災・救急・救助統計（概数）」 

 
 


